
2025年度
大阪府訪問看護実践研修事業

教育ステーション事業

市南ブロック

ぐり～ん2訪問看護ステーション 潮崎理恵



1、多職種向けACP研修を成功させ、地域での定着を促進する

2、新規設立の訪問看護ステーションが多いが訪問看護師の質
の維持・向上を図り在宅看取りができる訪問看護師を地域で
育てる

3、地域の専門・認定看護師との連携、コンサルテーション事業
の周知と活用ができる

目標



開催日：７月21日（土）
場所：阪和記念病院講堂

目標人数：50名
参加人数：60名

【訪問看護師だけでなく、訪問介護
士・ケアマネジャー・病棟看護師等、
多職種が参加し
ロールプレイを通じて、お互いの気
持ちになる。そして自身のコミュニ
ケーション能力を知ることができた
という声が多かったです。
これから、地域での在宅看取りも更
に多くなることも踏まえて、ACPの
実践ができる人材育成は引き続き
必要なことと感じました。】

研修事業①
ACP「人生会議支援実践人材育成事業研修」



講師：大橋奈美氏（訪問看護認定
看護師）
たくさんの事例を通して
在宅での看取り方
関わり方、多職種連携etc

目標人数：40名 参加人数：32名
13：30～14：30 講義
14：30～15：15グループワーク
15：15～まとめ・発表
＊多職種でのグループワークでお互
いの役割を確認したり、在宅あるあ
るを共有しあい、有意義な場となり
ました。

研修事業②「その人らしい看取り支援
～家族支援、多職種連携を含めて～」



 

 

 

訪問看護とは、ご自宅で療養生活を送る方のところへ看護師が訪問し、 

その方の病気や障がいに応じたお世話を行うサービスです。 

赤ちゃんからお年寄りまでご利用いただけます。 

 

 
親の介護、自分たちだけで 

やっていけるだろうか  
 病の の 育て、い でも

  できる  がいたらな  

最期まで、住み慣れたこの

家で過ごしたいですね 

 

こころの病気、 

見守ってくれる 

人がいれば 

心強いんだけど 

このチラシは 

2024・2025 年度 
大阪府訪問看護実践研修 

教育ステーション事業 

の一環で作成されました 

「うちも利用できるかな？」 

そんな時には 

⚫ お近くの訪問看護ステーション 

⚫ かかり け医 

⚫ 介護保険の担当ケアマネジャー 

⚫ 地域包括支援センター 

にご  ください。 

 

寝たきりに 

なりそう。 

何とかしたいわ 

お近くの訪問看護ステーションは、 

「大阪府訪問看護ステーション協会 事業所を探す」 

「介護サービス情報公表システム」などで検索して調べることができます 

 

地域課題として、一人暮らしや老老介
護の世帯も多い地域
まだまだ訪問看護のことを知らない地
域住民も多く、
周知をかねてチラシ作成に至りました。
次回には、健康相談、周知活動を
活発に行えるよう、ブッロク全体で
考えていきたい。

府民への相談事業



【看護業務】 【管理業務】

1日のスケジュール
9：00 朝のミーティング参加、
オリエンテーション
10：00 同行訪問
12：00 休憩
13：00 同行訪問
14：00 同行訪問
15：00 訪問看護の概要説明
16：00 終了

目標：５名 実績：３名
（病院看護師、クリニック往診同行看護師、訪問

看護ステーション）
訪問看護業務を体験することで今後の連携に活か
せることができる。訪問看護を目指す方にも

実際を見ることで地域で訪問看護師を増やせるこ

とに直結すると考える。

一日のスケジュール
8：30 朝の朝礼に参加
9：00 訪問看護の概要説明
10：00 訪問看護にまつわる制度の説明、
訪問看護スケジュール調整の方法説明
12：00 休憩
13：00 営業の考え方
14：00 人材育成について
15：00 質問等
16：00 終了

目標：2名 実績：2名
（新規開設の訪問看護ステーション管理者）
訪問看護の管理者は訪問以外にも、経営としての
視点も必要。質の担保と経営を考える能力を養う
ことが必要と改めて感じたと感想にありました。
ブロック内で新規開設も多く今後も必要な取り組

みだと考える。

訪問看護体験研修事業



＜窓口時間＞月曜日～金曜日 10：00～16：00
＜相談担当者＞ 潮崎 理恵
＜広報・相談受付方法＞事業の案内チラシをブロック内の医療
介護事業所に送付した。
相談用紙に記載、電話での聞き取りで受付。返信は後日1～3日
以内に返答。

目標：7件 実績：30件
相談内容：医療保険での介入方法や制度、訪問看護の介入の
仕方、精神ケア２件
加算の確認、BCP策定について
＊気づき＊
調べるとすぐに回答が得られる内容も多数あった。新規設立
のステーションからの質問が多かった印象。レセプト請求の
時期になると相談率が格段にアップする。
相談業務が終了していても電話がかかってくるためチラシの
中にも期限や時間を明確にする必要性があると感じた。

電話・FAX相談Q&A事業



①電話サポート
目標２件 実績：2件
新規設立ステーション（スタッフ教育）（利用者獲得のための営
業）
②対面サポート
目標：２件 実績：２件
接遇に関しての教育の相談、実施
利用者獲得のための営業方法
＊気づき＊
新規設立されたステーションが多く、訪問看護未経験での管理者もおり、
まず管理者教育が必須ではないかと感じた。市南ブロックはステーショ
ン数が多く、新規設立も多い中で、選ばれていくにはどのようにすれば
いいかと難しい課題もある。
新規設立ステーションで管理者に訪問看護未経験はまず実地研修を１ヵ
月ほどいるのではないかと思う。経験のある教育ステーションへ研修に
行くべきではないかと考える。
スタッフの接遇に関しては、注意してもなかなか難しく悩んでおられた。
接遇研修など区内での取り組んでいくべきかと考える。

コンサルテーション事業



 1、多職種向けACP研修を成功させ、地域での定着を促進する

 ACP研修について参加者は予定より多く、訪問看護師、ケアマネジャー、訪問介護士、
病棟看護師など多職種の参加がみられた。皆の関心が高いことがわかった。

 今後も地域全体でACP「人生会議」に取り組んでいきたい。

 2、新規設立の訪問看護ステーションが多いが訪問看護師の質の維持・向上を図り在宅
看取りができる訪問看護師を地域で育てる

 新規設立も多いが、閉鎖になる事業所もあり、地域の訪問看護ステーションの質の担保
が必要と考える。そのために、認定看護師など地域の資源を活用し質の向上の必要性が
あると感じた。

 3、地域の専門・認定看護師との連携、コンサルテーション事業の周知と活用ができる

 2の目標と評価と同様

 コンサルテーション事業の周知をもう少し幅広く広報できるようにしたい

設定した目標の評価



 最近の傾向として、地域の偏りがあり、教育ステーションがある区の参加者は多い
がそれ以外の地域からの参加者が少ない傾向にあるのではと感じる。

 研修参加の人数が減ってきているその他の原因は広報もＦＡＸでは他の業者宣伝の
ＦＡＸに紛れるなど効果があまり期待できないのではと考える。

 新規開設の事業所も増えるが、訪問看護ステーション協会への加入もせず、実態が
みえあい事業所も少なくない。管理者の経歴も訪問看護未経験のまま開設に至って
おり知識と経験がなく設立することでケアマネジャーやクリニックからの問い合わ
せも多く。電話ＦＡＸ相談事業に繋がってはいるが、自身で調べるとわかるような
些細なことでも相談がある現実がある。

 ブロック全体で、訪問看護の質の確保等、在宅医療が担える人材を増やすこと、医
療・介護連携ができることを引き続き目指していきたいと考える。

教育ステーション事業全体の気づき
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